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子
供
は
お
話
が
好
き
で
す
。
絵
本
は
特
に
大
好
き
で
す
。
幼
年
期
の
子
供
は
、
大
変

な
勢
い
で
成
長
し
て
行
く
も
の
で
す
。
子
供
は
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、
い
っ

し
ん
に
絵
を
見
て
い
ま
す
。
優
れ
た
絵
本
は
、
洗
練
さ
れ
た
美
し
い
日
本
語
に
よ
っ
て

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
供
は
、
未
知
の
美
し
い
日
本
語
を
、
親
の
声
で
読
ま
れ
る
物
語

の
楽
し
さ
に
載
せ
て
、
身
に
着
け
て
い
く
の
で
す
。
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
子

供
の
言
葉
の
発
達
が
早
く
、
表
現
も
豊
か
な
の
は
そ
の
た
め
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

言
葉
は
、
考
え
や
、
思
い
や
、
学
ん
だ
も
の
を
、
伝
え
合
う
た
め
の
手
段
で
す
。
言

葉
が
豊
か
に
な
る
こ
と
は
、
考
え
や
思
い
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
人
が
人
ら
し
く
生
き
、
社
会
の
中
で
人
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
上

で
、
大
切
な
事
な
の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
大
切
な
言
葉
の
力
は
、
乳
幼
児
期
の
、
親
か
ら

子
へ
の
語
り
か
け
や
、
絵
本
を
読
み
聴
か
せ
る
と
い
う
、
温
か
く
、
人
間
的
な
ふ
れ
合

い
を
と
お
し
て
、
よ
り
豊
か
に
得
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。 

 

親
と
子
で
あ
れ
大
人
同
士
で
あ
っ
て
も
、
言
葉
を
と
お
し
て
心
の
世
界
を

共
有
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
人
と
人
は
深
く
結
び
つ
く
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
言
葉
を
と
お
し
て
、
た
ま
し
い
の
奥
深
く
へ
届
く
愛
を

存
分
に
受
け
て
育
っ
た
子
供
は
、
自
分
自
身
を
愛
し
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に

他
の
人
を
愛
し
、
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
人
へ
の
愛

と
信
頼
を
身
に
つ
け
て
行
く
の
で
し
ょ
う
。 

 

「
望
洋
荘
」
に
住
ん
で
い
る
多
く
の
方
々
は
、
祖
父
母
の
立
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
子
供
の
と
き
に
受
け
た
絵
本
の
思
い
出
を
、
わ
が
子
に
も
引
継
ぎ

な
が
ら
、
今
は
お
孫
さ
ん
へ
の
愛
情
を
ど
う
表
現
し
た
ら
よ
い
も
の
か
悩
ん

で
い
る
時
期
で
し
ょ
う
。
更
に
、
祖
父
母
ゆ
え
の
役
割
が
数
多
く
あ
る
中
で
、

絵
本
が
案
外
と
孫
と
の
心
の
架
け
橋
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人

生
を
よ
り
長
く
生
き
て
、
そ
の
光
と
影
に
出
会
っ
て
き
た
人
が
知
る
、
人
生

の
不
思
議
さ
と
喜
び
、
人
間
の
心
の
善
と
悪
、
知
恵
、
経
験
・
・
・
。
そ
れ

ら
を
、
あ
と
に
続
く
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
供

ら
が
人
間
的
に
心
豊
か
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
手
助
け
を
し
て
き
た
の
で

す
。 

 

子
供
は
、
自
分
の
心
に
深
い
印
象
を
残
し
た
絵
本
・
本
を
決
し
て
粗
末
に

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
祖
父
母
か
ら
の
愛
情
の
証
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
、
わ
が
子
や
お
孫
さ
ん
の
心
に
残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

職
員
た
ち
も
、
時
に
は
一
緒
に
な
っ
て
絵
本
や
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

読
ん
で
あ
げ
た
り
し
て
若
き
日
の
記
憶
の
引
き
出
し
の
手
助
け
に
し
て
上

げ
て
下
さ
い
。 

 

 

参
考
図
書
：「
絵
本
の
あ
る
子
育
て
」
一
二
号 

 

二
〇
〇
五
年 

第 6４号 

平成２1年 

３ 月 発 行 
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三
月
八
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
、
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
家
族
交
流
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
、
多
く
の
ご
家
族
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
入
居
者
様
の
表
情
も
い
つ
も

と
は
ま
た
違
う
笑
顔
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
交
流
会
で
は｢

お
や
つ
バ
イ
キ

ン
グ｣

を
行
い
、
ケ
ー
キ
や
饅
頭
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
が
テ
ー
ブ
ル
に
な
ら
び
、
皆
様
た
く
さ
ん

食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
に
は
少
し
食
べ
過
ぎ
か
な
と
思
わ
れ
る
方
も
…
。
そ
の
後
に
は
、

み
ん
な
で
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
観
賞
し
た
り
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
図
っ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
家
族
の
み
な
さ

ま
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

                 

  

三
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
に
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
ひ
な
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。
ひ
な
祭
り

は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
白
酒
と
雛
あ
ら
れ

で
お
茶
会
を
し
た
り
、
三
月
生
れ
の
入
居
者
様
の
お
誕
生
会
を
兼
ね
て
行
っ
た
り
、
入
居
者

様
の
状
況
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。
雛
飾
り
も
正
面
玄
関
前
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
、
多

目
的
ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
、
何
時
で
も
何
処
で
も
楽
し
め
ま
し
た
。 

                     

｢
家
族
交
流
会｣ 

 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

 

｢

ひ
な
ま
つ
り｣ 

も
も
の
節
句 
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こ
れ
ま
で
に
望
洋
荘
だ
よ
り
で
は
、
噺
家
さ
ん
の
個
性
あ

ふ
れ
た｢

色
紙｣
や｢
年
賀
状｣

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
落
語
の
豆
知
識
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

落
語
の
歴
史
は
、
約
四
百
年
前
の
江
戸
時
代
中
期
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
落
語
中
興
の
祖
で
あ
る
立
川
焉
馬
を
は

じ
め
、
三
笑
亭
、
山
遊
亭
（
三
遊
亭
）
等
の
亭
号
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
頃
の
落
語
は
芸
自
体
が
未
熟
で
、
未
完
成
で
あ

り
ま
し
た
。
幕
末
か
ら
洗
練
さ
れ
現
代
へ
と
引
継
が
れ
て
来

ま
し
た
。 

落
語
家
さ
ん
の
階
級
に
つ
い
て
で
す
が
、
落
語
家
さ
ん
の

階
級
に
は
「
前
座
」
「
二
ツ
目
」
「
真
打
」
の
三
階
級
に
分
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
「
前
座
」
の
前
に
「
見
習
い
」
が
あ
り

ま
す
。
見
習
い
は
師
匠
の
家
に
泊
ま
り
こ
み
、
師
匠
や
お
か

み
さ
ん
の
身
の
回
り
の
お
手
伝
い
、
先
輩
方
の
雑
用
な
ど
を

し
な
が
ら
、
落
語
界
で
の
仕
来
り
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
前
座
さ
ん
の
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
最
低
で

も
半
年
つ
と
め
、「
前
座
」
と
な
り
ま
す
。
前
座
の
主
な
仕
事

は
、
華
や
か
な
寄
席
の
裏
方
役
で
あ
り
、
毎
日
会
場
に
一
番

に
入
り
、
寄
席
の
準
備
と
進
行
、
楽
屋
で
師
匠
の
お
世
話
な

ど
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
師
匠
の
前
座
と
し
て
高
座
に
上
が

り
噺
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
た
だ
し
前
座
が
出
来
る
噺

は
登
場
人
物
も
少
な
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
修
行
を
三
年
か
ら
五
年
つ
と
め
、
晴
れ
て
「
二
ツ
目
」

に
昇
進
し
ま
す
。
二
ツ
目
か
ら
落
語
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、

羽
織
を
着
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
出
囃
子
を
持
て
る
、
そ

し
て
名
刺
代
わ
り
の
「
手
ぬ
ぐ
い
」
を
作
る
事
が
許
さ
れ
ま

す
。
二
ツ
目
で
修
行
を
積
み
（
五
年
か
ら
十
年
以
上
）、
実
力
・

人
気
を
上
げ
て
、
協
会
の
理
事
会
の
承
認
を
え
て
、
最
高
位

の
「
真
打
」
へ
昇
進
さ
れ
ま
す
。
真
打
に
な
り
ま
す
と
、
師

匠
と
し
て
弟
子
を
持
つ
こ
と
や
、
寄
席
で
「
ト
リ
」
を
勤
め

る
事
が
出
来
ま
す
。
ま
た
真
打
昇
進
後
も
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
名
跡
や
、
名
人
が
名
乗
っ
た
名
前
や
、
師
匠
の
名
前
な

ど
、
少
し
で
も
い
い
名
前
を
継
ぐ
為
に
、
精
進
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。 

落
語
家
さ
ん
の
名
前
で
○
○
亭
や
○
○
家
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
亭
号
と
言
い
ま
す
。
そ
の
亭
号
の
歴
史
を
左

図
に
て
紹
介
致
し
ま
す
。 

                 

  

冒
頭
で
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
ツ
目
か
ら
名
刺

代
わ
り
に
自
分
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

噺
家
に
と
っ
て
手
ぬ
ぐ
い
は
、
ご
ひ
い
き
の
お
客
さ
ん
に
挨

拶
代
わ
り
に
配
っ
た
り
、
噺
の
中
で
、
煙
草
入
れ
や
財
布
、

手
紙
、
本
…
な
ど
様
々
な
物
に
変
化
し
、
お
客
様
を
楽
し
ま

せ
る
小
道
具
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
、
噺
家
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
個
性
豊
か
な｢

手
ぬ
ぐ
い｣

を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
回
よ

り
、｢

い
わ
き
寄
席｣

出
演
者
の
粋
な｢

手
ぬ
ぐ
い｣

を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。 

 柳
家 

一
九
師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
七
三
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
四
年
三
月
七
日 

     

柳
家 

喜
多
八
師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
二
七
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
六
年
二
月
二
十
一
日 

他 

第
四
九
回
・
第
六
七
回
・
第
一
〇
二
回 

計
四
回
出
演 

      

「
落
語
の
豆
知
識
」
① 

江戸東京の亭号の変遷 

「
噺
家
の
粋
な
手
ぬ
ぐ
い
紹
介
」 

① 

一部拡大図 
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望
洋
荘
便
り
二
月
号
で
掲
載
致
し
ま
し
た
「
介
護
保
険
改

正
」
に
よ
り
、
四
月
か
ら
利
用
料
金
が
左
記
の
通
り
一
部
変

更
と
な
り
ま
す
。 

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
利
用
者
負
担
金
） 

要
介
護
度
１ 

 

一
日 

＝ 
六
三
九
円
→ 

六
五
一
円 

要
介
護
度
２ 

 

一
日 

＝ 

七
一
〇
円
→ 

七
二
二
円 

要
介
護
度
３ 

 

一
日 

＝ 

七
八
〇
円
→ 

七
九
二
円 

要
介
護
度
４ 

 

一
日 

＝ 

八
五
一
円
→ 
八
六
三
円 

要
介
護
度
５ 

 

一
日 

＝ 

九
二
一
円
→ 

九
三
三
円 

そ
れ
ぞ
れ
一
日 

十
二
円
上
が
り
ま
す
。 

各 

種 

加 

算
（
利
用
者
負
担
金
） 

個
別
機
能
訓
練
加
算 

  

一
日 

＝ 

一
二
円 

変
更
な
し 

準
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
加
算 

一
日 

＝ 
 
 

五
円 

変
更
な
し 

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

  

一
日 

＝ 

一
二
円
→
一
四
円  

看
護
体
制
加
算
（Ⅰ

） 

一
日 

＝ 
 
 

四
円 

新
設 

看
護
体
制
加
算
（Ⅱ

） 

一
日 

＝ 
 
 

八
円 

新
設 

夜
間
職
員
配
置
加
算 

  

一
日 

＝ 

一
三
円 

新
設 

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
加
算
一
日 

＝  

六
円 

新
設 

廃 

止 

加 

算
（
利
用
者
負
担
金
） 

♯
管
理
栄
養
士
配
置
加
算 

一
日 

＝ 

一
二
円 

廃
止 

♯
重
度
化
体
制
加
算 

  
 
 

一
日 

＝ 

一
〇
円 

廃
止 

 

四
月
の
利
用
料
金
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
日
一
二

円
と
各
種
加
算
に
て
変
更
さ
れ
た
も
の
、
新
設
さ
れ
た
も
の

か
ら
廃
止
さ
れ
た
も
の
を
差
引
い
た
一
日
二
三
円
が
増
え
、

月
三
〇
日
換
算
し
ま
す
と
六
九
〇
円
の
ご
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
ご
負
担
に

変
動
が
生
じ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

現
在
、
入
居
者
様
の
居
室
に
専
用
の
電
化
製
品
を
持
込
ま

れ
使
用
さ
れ
た
場
合
、
電
化
製
品
毎
に
一
日
あ
た
り
、
百
円

か
ら
二
百
円
の
電
気
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
四
月
一
日
よ
り
、
ご
負
担
い
た
だ
く
料
金
を
左
記
の

と
お
り
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

 

四
月
一
日
か
ら 

テ
レ
ビ
（
二
十
一
型
上
限
） 

一
ヶ
月 

五
六
〇
円 

冷
蔵
庫
（
７
６
リ
ッ
タ
ー
上
限
） 

一
ヶ
月 

九
一
〇
円 

電
気
毛
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ヶ
月 

八
四
〇
円 

電
気
あ
ん
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ヶ
月 

八
四
〇
円 

 

※
こ
の
他
の
電
化
製
品
の
持
込
は
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
ま
す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

※ 

現
行
で
は
一
日
あ
た
り
の
料
金
で
し
た
が
、
四
月
一
日
よ

り
月
額
料
金
と
な
り
ま
す
。
月
の
途
中
か
ら
の
使
用
で
あ

っ
て
も
月
額
料
金
と
な
り
ま
す
の
で
持
込
の
際
に
は
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

※ 

新
た
に
電
化
製
を
持
込
ま
れ
る
時
や
、
現
在
使
用
し
て
い

る
電
化
製
品
を
持
ち
帰
る
時
は
、
専
用
の
申
請
用
紙
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
職
員
も
し
く
は
、
受
付
ま
で

お
申
出
下
さ
い
。 

   

四
月
七
～
十
四
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

お
花
見｣

 

※
開
花
状
況
・
天
候
に
よ
り
変
更
あ
り 

四
月
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
～ 

多
目
的
ホ
ー
ル 

｢

家
族
会
総
会｣

 

四
月
二
十
二
日
（
水
）
午
前
一
〇
時
～ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま｣

見
学 

 

【
四
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

四
月
八
日
（
水
） 

 
 
 

薄 

磯 

鈴
木 

 

シ
メ 

様 
 

（
九
四
歳
）
誕
生
会 

四
月
十
四
日
（
火
） 

 
 
 

四 

倉 

喜
多 

 

ト
ミ 

様 
 

（
八
三
歳
）
誕
生
会 

四
月
十
五
日
（
水
） 

 
 
 

永 

崎 

肥
後 

 

せ
き 

様 
 

（
九
三
歳
）
誕
生
会 

四
月
十
九
日
（
日
） 

 
 
 

薄 

磯 

吉
田 

 

京
子 

様 
 

（
六
九
歳
）
誕
生
会 

四
月
二
〇
日
（
月
） 

 
 
 

勿 

来 

深
谷 

 

芳
子 

様 
 

（
七
七
歳
）
誕
生
会 

         

四
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

介
護
保
険
改
正
の
ご
案
内 

入
居
者
様
の
専
用
電
化
製
品
持
込
に
つ
い
て 


